
左岸 （19.0 Km）天竜川ラブリバー公園　付近

右岸 （18.4 Km）浜北大橋　付近

天竜川　右岸18.4㎞浜北大橋付近を調査しました。

当日は浜北大橋・浜松側直下にある溜まりに天竜川漁協によるニジマス冬季放流が行われ約
250

㎏が午前9時に放流されました。自分が見学した時間は20時だったということもあり遊漁者は

4、5名のみでしたが、昼間は沢山の遊漁者が竿を出していたとのことを遊漁者の方に伺いまし

発 生 ・ 発 見 日 時 令和　　6年 1月13日　　20時00分頃

天 竜 川

や先日降った雨の影響もあり濁りが出ていました。公園周辺を見学しましたが、大きなゴミは確

天 竜 川

のでしょうか。少々気になりました。

看板を確認していると不法投棄の啓発絵画の看板が何らかの影響で傾いていました。

令和　　6年 1月 2日　　10時00分頃発 生 ・ 発 見 日 時

天竜川　左岸19.0㎞　天竜川ラブリバー公園　周辺を見学しました。

川の色は、上流域の佐久間ダムにおいてダムの維持管理作業によるダム貯水池の低下作業の影響

植物を見ていきますと冬季ということもあり枯れている植物が多かったのですが、1つだけ青々

とした葉を見つけましてメキシコチモランのように見えました。観葉植物が投棄されて根付いた

認されず比較的にきれいでしたが、ホタテの貝殻や葦簀のようなものが落ちていました。

た。釣法としては、暗くてもアタリが見える電気ウキを使用されている方が多かったです。

応急対応可能か

検討の上、処置

いたします。



左岸 （46.5 Km）秋葉ダム下流　付近

パトロールを開始され通常よりも早い対応で呼びかけを実施されていました。呼びかけ後は、入

ですが、大雨などの操作では佐久間ダムの発電に応じて水位を急変動させることがあるために、

最初は水位が低くても（放流ゲートが一門でチョロチョロぐらいでも）あっという間に水位が高

市民の方より秋葉ダムに行った際の状況報告・それに関するご提案をいただきましたので記しま

川者の方も少なくなりましたが、放流開始後暫くするとかなりの方がダム下流に入られていまし

た。この時、ゲート放流量は最小の20m³/sでした。

発電の代替放流では水位変動は少ないものの水位が大きく上昇する事が少ない為に、遊魚が可能

発 生 ・ 発 見 日 時 令和　　6年 1月14日　　9時00分頃

なと感じました。

さらに付近にはダム放流危険看板の増設などをしていくとより良いかと思います。

まる事があります。

ダム管理者も放流量を上げるごとに都度パトロールができるわけではありませんので、対処方法

としては河川情報や漁協の情報を幅広く知っていただくためのリーフレットや広報をすること、

す。

1月14日は秋葉ダムの発電所に関連する点検作業の為、ゲートからの放流を9：00から余儀な

くされました。当日は、晴天で天候も晴れだったため、ダム管理者の方々も放流開始15分前に

　　　　　　　　　　浜北大橋

空を見ると冬で空気が澄んでいることもあり写真では上手く撮影できませんでしたが、オリオン

天 竜 川

敷でゆっくり星を眺めるの良い

座・おおいぬ座・こいぬ座などの星を目視で確認することができました。寒さはありますが河川


